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ミトコンドリアDNA分析による根室海峡沿岸河川に遡上

したカラフトマス奇数年級群の集団構造

虎尾 充，柳本 卓

2015年に根室海峡沿岸の8河川に回帰した奇数年級群の
カラフトマス河川集団について，ミトコンドリアDNA
のCOI，ND5，D−Loopの3領域の塩基配列情報に基づき遺
伝的差異を検討した。カラフトマス河川集団間では遺伝

的差異は認められなかったが，2014年回帰の偶数年級群
と比較したところ年級群間での差異が認められた。また，

COIとND5領域について，既報のオホーツク海側ルシャ
川2008年／2009年と比較したところ，異なる年級群間のみ
で有意差がみられた。道東に回帰するカラフトマスでは，

同一年級の河川集団間では遺伝的な差はなく，奇数年と

偶数年の年級群間で遺伝的差異があると考えられた。ま

た，遺伝的な多様度は偶数年級で高いことが示唆された。

北海道，噴火湾におけるホタテガイの麻痺性貝毒発生を

予測するためのAlexandrium tamarense 細胞密度の有効

性について（資料）

吉田秀嗣，金森 誠

北海道，噴火湾において麻痺性貝毒原因プランクトン

Alexandrium tamarenseの細胞密度を用いて，ホタテガイの
出荷規制を事前に予測できるか否かを検討するための基

礎資料を得ることを目的とした。噴火湾東部海域の洞爺

湖町沖および西部海域の八雲町沖では，A. tamarense細胞
密度とホタテガイの麻痺性貝毒量との間には正の相関が

認められた。ホタテガイにおける麻痺性貝毒の発生を警

戒すべきA. tamarense細胞密度は，洞爺湖町沖では110
細胞L−1，八雲町沖では160細胞L−1と算出された。これら
警戒すべきA. tamarense細胞密度を用いると，噴火湾東部
海域では1992～2016年の内72％の年で，西部海域では2000
～2016年の内76％の年でそれぞれホタテガイ出荷規制の
予測が可能だったことを示した。

北海道北部河川の上流および下流に放流したサクラマス

の冬季間の生残率とスモルト降河尾数

宮腰靖之，隼野寛史，大森 始

藤原 真，竹内勝巳，永田光博

北海道北部を流れる増幌川の上流域と下流域に大小2
群（平均体重13.9gおよび9.3 g）のサクラマス幼魚を放流
し，翌春までの生残率とスモルトサイズを調べた。上下

流のいずれにおいても大型群のほうが小型群よりも高い

生残率を示し，放流地点間で比べると，上流に放流した

群がわずかではあるが高い生残率を示した。一方，スモ

ルトサイズは下流に放流した群のほうが大きかった。増

幌川の上流域は河畔林が残されているのに対して，下流

域は河川改修され河畔林や水中構造物が少ない。これら

の生息環境の違いが上下流に放流したサクラマス幼魚の

冬季間の生残率や春季の成長率に影響したものと考えら

れた。
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